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➢水田に散布される農薬の中には魚毒性が高いも

のがあり、流出すると農薬に弱い魚に影響する。

➢この場合は死んだ魚、もしくは弱った魚が目撃さ

れる。

https://www.city.azumino.nagano.jp/soshiki/29/54478.html



➢散布時に死亡などが目撃されなかったので、減った原因が分から

なかった。



ネオニコチノイド系殺虫剤とは？

IRAC (Insecticide Resistance Action Committee: 殺虫剤抵抗性対策委員会）の定義

https://www.jcpa.or.jp/assets/file/labo/mechanism/mechanism_irac02.pdf



https://www.actbeyondtrust.org/n

eonico_reference/whats/whats1/

ネオニコチノイドが環境に与える影響の特性



岡山県笠岡市ホームページ
https://www.city.kasaoka.okayama.jp/site/kabutogani/13178.html

殺虫剤は魚の餌として重要な節足動物にも影響する

ミジンコやエビ・カニ類を含む
甲殻類は魚の餌として重要

ネオニコチノイドは殺虫剤なので、
水生昆虫にも影響を及ぼすだけ
でなく、同様の神経系を有する他
の節足動物にも影響を及ぼす。

ウィキペディア「甲殻類」より



１９９２年から１９９４年にかけてウナギとワカサギの漁獲量激減

➢ワカサギが減少した際、死んだワカサギは目撃されていない。

➢魚毒性の農薬や護岸工事、温暖化などが減少原因だとしたら、シ

ラウオがむしろ増えていることを説明できない。

Yamamuro et al. 2019を改変



１９９２年から１９９４年にかけてウナギとワカサギの漁獲量激減

シラウオの消化管内容物

Cc：カイアシ類 Di:珪藻 Ro:ワムシ類

➢一般にワカサギはユスリカ幼虫（昆虫）や動物プランクトン（甲殻類）、ウナギはエ

ビ・カニ類などの甲殻類を主な餌とする。

➢宍道湖のシラウオは、生活史初期に節足動物以外の珪藻（植物）やワムシ類（輪

形動物）を食べることが報告されている。

Horinouchi et al. 2008. DOI 10.1007/s10228-007-0021-2

ウィキペディア「シオミズツボワムシ」より
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１９９３年５月にワカサギの重要な餌である動物プランクトンが激減

１９９２年11月に世界で初めて開発されたネオニコチノイド系殺虫剤
であるイミダクロプリドが日本で農薬登録され、翌年、稲作の開始と
共に使用された。

Sinocalanus tenullus

キスイヒゲナガケンミジンコ

Yamamuro et al. 2019に加筆



宍道湖の動物プランクトン（ほぼ1種類）がネオニコで減った

カイアシ類

ミジンコ類

その他

その他

Sinocalanus tenellus

Pseudodiaptomus

inopinus

Uye et al. 2000. Journal of Marine Systems 26. 193–



河口から干潟などを含む汽水域は、

生物量は多いが種多様性が高いわ

けではない（少数独占）。

塩分変化の激しい汽水域では、浸

透圧を調節できる生物しか生息でき

ないため。

汽水種

海産種

淡水種

塩分
https://www.coastalwiki.org/wiki/File

:Remane_diagram.jpg https://www.tnojima.net/entry/2018-cert-17

汽水域は浸透圧調節ができるわずかの種しか生息できない



１９９３年を境とする急減はネオニコ以外では説明できない

•エビ類（節足動物）も1993年を境に漁獲量が急減

•オオユスリカの幼虫を含む大型底生動物も激減

•底生動物の餌環境を反映する湖底堆積物中の

有機物濃度も１９９３年前後で変化していない

•水の富栄養化の指標であるCODは1993年以前

と以後とで有意差はない

•塩分や溶存酸素濃度も1993年以前と以後とで有

意差はない

•集水域河川・用水路の整備や護岸工事などが

1993年に一気に行われてはいない
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サギやウナギが減った原因はネオニコチノイド系殺

虫剤（ネオニコ）

➢淡水湖沼でのワカサギ減少もネオニコが原因と証

明できるか？

➢川で魚が減っているのはネオニコなどが原因か？

➢私たちにできること

本日のお話



なぜ１９９３年はイミダクロプリドだけで激減した？

Yamamuro et al. 2019



ネオニコチノイドは日本人が発明した全く新しい殺虫剤

岐⼤のいぶき19号（2010年4月発行）
https://www.gifu-u.ac.jp/images/02/ibuki/19/p12-14.pdf



１９９３年使用開始時点のネオニコチノイド耐性はゼロだった

日本に飛来したトビイロウン

カのネオニコチノイド剤に対

するLD50値（50％致死量）

の推移

松村・真田(2013）
http://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/boujy

o/pdf/250226_kyuoki2.pdf

フィプロニル



島根県は特に大量にネオニコを使っているわけではない

島
根

茨
城

2016～2020年の都道府県別ネオニコ出荷量平均値（単位：トン）

Nimako et al. 2023 DOI: https://doi.org/10.5985/emcr.20230004

長
野

諏訪湖 霞ヶ浦 宍道湖



https://shinjiko.jp/relays/download/8/100/1//?file=/files/libs/96/20150604091741688.xls から作成

霞ヶ浦・北浦漁業統計による漁獲量（ｔ/年）

宍道湖におけるエビ類漁獲量（ｔ/年）

宍道湖では壊滅的に減ったワカサギとエビ類が
霞ヶ浦では壊滅までには至っていない。



諏訪湖でもオオユスリカ幼虫が絶滅していない
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国立環境研究所（2022）環境儀84

１ｍ2当たりオオユスリカ幼虫個体数の経年変化

Hydrobiologia 506–509: 381–388 及び陸水学雑誌62：127-136 より作成

Hydrobiologia 506–509: 381–388

１ｍ2当たりオオユスリカ幼虫個体数平面分布（左：2001年3月 右：2013年3月）

蛹

４齢幼虫
陸水学雑誌 78:3-11

３個体/ｍ2(0～60個体）

566±265個体/ｍ2



宍道湖ではネオニコ使用後、オオユスリカが壊滅状態

宍道湖３９地点で８月に採取された節足動物

Yamamuro et al. 2019を改変

宍道湖３９地点で８月に採取されたオオユスリカ幼虫
Yamamuro et al. 2019



宍道湖ではネオニコ使用後、オオユスリカが壊滅状態

１９９１年８月 １９９２年８月

１９９３年８月
➢汽水域では浸透圧調節が必要で、ネオ

ニコチノイドが関連する神経系にダメージ

を与えているのかもしれない。

➢淡水域では浸透圧調節は不要、かつ種

類数が多いので、影響を受けやすい種か

ら徐々に減っていく。魚も急減するわけで

はなく、ネオニコ以外の原因（温暖化など）

と区別しづらい。
Yamamuro et al. 2019
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虫剤（ネオニコ）

➢淡水湖沼でのワカサギ減少もネオニコが原因と証

明できるか？

➢川で魚が減っているのはネオニコなどが原因か？

➢私たちにできること

本日のお話



川の魚がネオニコチノイドによって減っているのではないか？

（一社）日本釣用品工業会 釣り用品の国
内動向調査報告書より、日釣振作成。

渓流・清流釣り竿の売上本数の推移（単位：千本）

日釣振によるアンケートの設問

「昔と比べて淡水魚が減少したと

感じますか。そうであるとすれば

いつ頃からになるでしょうか。」

ネオニコチノイド系殺虫剤導入

水田での無人ヘリによるネオニコチノイド空中散布
開始



ネオニコが魚を減らすと予測されていたが証拠が無かった

Morrisseyら (2015) のレビューと最

近の出版物を合わせると以下の通り

である。65.3%（17/26）の研究が平

均ネオニコチノイド濃度が0.035μg/L

の慢性閾値を超え、73.5%（25/34）

の研究が0.200μg/Lの急性閾値を超

えるピーク濃度を報告している。
生成AI・DeepLで翻訳

0.035μg/L・0.200μg/L→35ng/L・200ng/L



ネオニコが魚を減らすと予測されていたが証拠が無かった

研究対象となった国の数とその広範な分布（オーストラリア、ブラジ

ル、カナダ、中国、ハンガリー、日本、オランダ、スウェーデン、スイ

ス、米国、ベトナム）から、あらゆる種類の水路が、敏感な水生無脊

椎動物にとって有害であることが知られているレベルのネオニコチ

ノイドで広く汚染されていることがわかる。

これは現在、慢性的な世界的問題であり、水生生物の生息数や、

魚類、鳥類、両生類を含む捕食者の餌の確保に大きな影響を及ぼ

している可能性が高い。
生成AI・DeepLで翻訳



川では一時的な高濃度により急性毒性で餌が減っている？

埼玉県の例：

河川水中のネオニコチノイド系殺虫剤とフィプロニルの濃度分布の経年変化 各殺虫剤の左から順に

2013、2014、2015、2016 年の調査結果。 Morrissey らが報告しているネオニコチノイド系殺虫剤の水

生無脊椎動物群に対する急性影響濃度（200ng/L）や慢性影響濃度（35ng/L）を超過する結果もみられ

ました。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/82798/youshisyuu-ootuka.pdf



魚の餌がネオニコチノイドによって減っている可能性大！

全国12カ所の水道水と原水中の162種の農薬濃度14000データ
を解析。検出された農薬の大部分は水田で使用される農薬。



魚の餌がネオニコチノイドによって減っている可能性大！

急性影響濃度とされる200ng/Lを7種類中1種類のネオニコだけで超えている

水道水源河川水の農薬濃度

1000ng/L100ng/L

このデータからはいつ高濃度になるかわからない

ジノテフラン

イミダクロプリド



鳥取県・千代川上流（水田の影響小）と下流（同、大）で比較



千代川地元協力者のアンケート調査結果

イワナ

ヤマメ

アユ
ウグイ
オイカワ
カワムツ

ウグイ、オイカワ、カワムツ、アユなど中流から下流に
生息する魚が減っていた



千代川下流では８月に急性影響、６～９月に慢性影響

Morrissey et al. (2015)は各ネオニコの分子量を使ってイミダクロプリド濃度に換
算したネオニコ総濃度で影響が及ぶ範囲を議論していた。→総濃度に換算

急性影響濃度（200ng/L）

慢性影響濃度（35ng/L）

上流・下流ともにウンカ・カメムシ対策としてネオニコを空中散布する時期が最高濃度



日釣振が全国河川でネオニコを含む14種類の殺虫剤調査

https://www.jcpa.or.jp/assets/file/labo/mechanism/mechanism_irac02.pdf

４グループから10種類



日釣振が全国河川でネオニコを含む14種類の殺虫剤調査

https://www.jcpa.or.jp/assets/file/labo/mechanism/mechanism_irac02.pdf



➢魚が減った可能性がある全国40地点の河川水を2023年8月29日か

ら10月23日にかけて採水した。対象にした殺虫剤全てが検出されな

かったのは、40地点中2地点のみだった。

➢検出された殺虫剤の種類数は最も多い地点で8種類、平均は3種類

だった。

➢検出されたネオニコチノイド系殺虫剤5種のうちジノテフランは37カ

所で検出され、平均値は88ng/L、最大値は517ng/L。

➢ジノテフランが検出されなかった3地点のうち2地点では全ての殺虫

剤が検出されなかったが、残りの１地点ではスルホキサフロルとフェ

ニルプラゾール系のエチプロールを検出した。

➢ジノテフランを上回る濃度でスルホキサフロル（農薬登録2017年12

月）が検出された地点が3カ所もあり、うち1カ所では今回分析した殺

虫剤全てでも最高濃度にあたる1386 ng/Lに達していた。

日釣振の全国河川殺虫剤調査結果



日釣振の全国河川殺虫剤調査結果から推定されること

➢殺虫剤が最も多くまかれる8月を逃したにも関わらず、９５％の地点

で複数の浸透性殺虫剤が検出された（複合影響の懸念）。

➢「ネオニコチノイド」以外の新規開発された浸透性殺虫剤への移行

が見られた（イタチごっこ依然進行中）。

➢総ネオニコチノイド濃度を計算したところ、急性影響濃度(200ng/L）

を超える地点が40地点中8地点と2割に達した。千代川では9月は8月

の5分の１に低下していたので、8月に採水していればより多くの地点

で超えていた可能性がある。1回しか測っていないので慢性影響（

35ng/L）は不明。

➢害虫が耐性をつける前に新規殺虫剤が使われることで、多くの節足

動物が耐性をつける前に殺傷される可能性がある。
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水田で農薬を使用しなければ魚は戻ってくる！

全国12カ所の水道水と原水中の162種の農薬濃度14000データを解析。

検出された農薬の大部分は水田で使用される農薬。



水道水を対象に162種

の農薬分析結果を検

討したところ、日本の

目標値を超えているも

のは無かったが、EU

の飲用水規制値

（100ng/L = 0.1μg/L）

を超えている農薬があ

ったと指摘。

Kamata et al. Science of the 

Total Environment 744 (2020) 

140930

それは私たちの健康にも直結する

100ng/L



山本正治、日本農村医学会雑誌、vol.44, No.6, pp.795-803, 1996

過去にも水道水に水田からの農薬が混入していた

信濃川 水道水 関川 水道水

４月 第１週 1.16 未検出 1.38 6.10

第３週 0.77 1.21 7.61 5.04

５月 第１週 871.16 554.24 182.62 2.09

第３週 15.04 57.47 21.16 3.17

６月 第１週 14.63 20.51 6.73 5.15

第３週 4.65 8.20 8.79 6.02

７月 第１週 3.04 5.59 3.50 3.83

第３週 2.84 2.68 0.82 5.34

第５週 0.28 3.00 46.03 8.63

新潟市 上越市
月 週

新潟市と上越市における河川水と水道水中の除草剤CNP濃度（ng/L）
新潟市の水道水源は信濃川、上越市は地下水とダム



水道水に混入した農薬で健康被害が生じていた

1993年、新潟大学の研究グループは、新潟県で頻発していた胆嚢

癌の原因がCNPである可能性があると発表した。胆嚢癌の標準化

死亡比は新潟県や山形県・青森県・秋田県など米どころで高く、ダム

や地下水を上水道の水源とする上越市や十日町市が全国平均並み

ないしそれ以下であったのに対し、水田地区を流れる信濃川や阿賀

野川から取水する地域では新潟市が男性で190.1（1981年-1990年

の死亡合計を基に、全国平均を100とした場合の胆嚢癌の標準化死

亡比）、長岡市で女性194.8、新発田市で182.0と高い数値を示した。

1992年5月の調査では、上越市の水道水ではCNPが不検出であっ

たのに対し、新潟市では最大で554ppt検出された。

CNP:クロルニトロフェン(Chlornitrofen)。有機塩素化合物の一種で、1965年に

農薬登録され、1996年に失効になるまで田植え前後の水田に除草剤として散

布されていた。

ウィキペディア「クロルニトロフェン」2023年10月11日参照

「農薬毒性の事典 改訂版」2002年発行



岡山県笠岡市ホームページ
https://www.city.kasaoka.okayama.jp/site/kabutogani/13178.html

殺虫剤は魚の餌として重要な節足動物にも影響する

ミジンコやエビ・カニ類を含む
甲殻類は魚の餌として重要

ネオニコチノイドは殺虫剤なので、
水生昆虫にも影響を及ぼす。

ウィキペディア「甲殻類」より



www.pnas.org/cgi/doi/10.1073/pnas.1711842115

脊椎動物（背骨がある動物）の大部分は魚類、かつ無脊椎動物（背骨がない動物）
の大部分が魚類の餌である甲殻類や水生昆虫を含む節足動物（ネオニコの影響を
受けやすい）。

魚とその餌を含む節足動物は地球において重要

炭素重量で比べた地球で各生物が占める量の推定値

動物以外

動物

節足動物

魚類



少なくともネオニコフリー米栽培は比較的容易

米作りでネオニコ系農薬は害虫の予防のために使わ

れるのが一般的です。なぜ、そうするかと言えば、国

が定める斑点米（カメムシの吸汁が原因で着色や斑

点ができた米）の基準をクリアしなければ、等級が下

がり、売価が下がるからです。そもそも、米が黒くなっ

ても色選（しきせん）ではじけますし、斑点米に関わら

ず食味値で評価する体制があれば、多くの農家でネ

オニコフリーの米作りは出来るはずです。



人も魚も守るためにネオニコフリー米、
そして無農薬米の普及を進めましょう

ご静聴ありがとうございました
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